
平成２９年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実   施   報   告   書 

 

 
HT29310 カンキツの花と香りの世界にようこそ！ 

開 催 日：

 

実 施 機 関：

（実施場所） 

実施代表者：

（所属・職名）

受 講 生：  

関 連 ＵＲＬ：

 

平成9 月16 日（土） 

 

佐賀大学 

（農学部 1 号館、遺伝資源温室他） 

古藤田 信博 

（農学部・准教授） 

高校生 10 名 

http://fruit.ag.saga-u.ac.jp/HP_kaju1/in

dex.html 

 

【実施内容】 

・受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラムを

留意、工夫した点 

 できるだけ平易な内容にし、スライド説明は少なめに、実習およびディスカッション（受講生との対話）に時間

を割いた。また、スライドによる説明やカンキツ遺伝資源温室の案内は、教員よりも受講生に年齢の近い学生

（主として学部生や修士学生）にできるだけ担当してもらった。 

 

・当日のスケジュール（台風が接近していたため、終了時間を１時間繰り上げて実施した） 

時間 内容 

9:00 ～ 9:30 受付 （農学部本館１階西側入口） 

9:30 ～ 9:45 開講式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明）（20 分） 

9:45 ～ 10:00 講義① 「日本のカンキツ、世界のカンキツ」（30 分） 

10:00 ～ 10:10 休憩   お互いの自己紹介など （10 分） 

10:15 ～ 11:05 実習① カンキツからのアロマ抽出、匂いかぎ、アロマの成分分析（50 分） 

11:05 ～ 11:50 実習② 世界中から集めたカンキツ（ミカン科植物）を観察（45 分） 

12:00 ～ 13:00 昼食 受講生とスタッフ・大学生とが一緒に昼食をとる（質問受付＆雑談）（1 時

13:00 ～ 13:15 講義② 「カンキツの生態～発芽・開花・結実」（15 分） 

13:15 ～ 14:00 実習③ 開花遺伝子を入れた組換え植物体の観察（45 分） 

14:00 ～ 14:30 休憩  果物などを食べながら、質問タイム＆大学生とディスカッション （30

14:30 ～ 15:00 実習④ アロマ分析の結果およびディスカッション （30 分） 

15:00 ～ 15:30 修了式 未来博士号の授与、アンケートの記入など （30 分） 

15:30 
解散 （質問などがある人は解散後も対応します ~16:30） 

 

 

 

 



・実施の様子（図、写真等を用いてわかりやすく記入してください） 

     

    ↑ アロマ抽出実験                       ↑ 野生カンキツ遺伝資源の見学 

        

     ↑ ガスクロマトグラフによる分析実験          ↑ 未来博士号授与 

 

・事務局との協力体制 

 今回、台風の接近で開催が危ぶまれたが、事務局からの適切なアドバイスにより、開催の可否を判断し、実

施することができた。また、広報の段階でも佐賀大学公式ホームページのトップに掲載させてもらうなど、全面

的な協力を得た。 

 

・広報活動 

 ポスター（A4、A3 の２種類）を作成し、近隣の中学・高校、公民館、知人などに配布し、広報を行った。また８

月１０日に行われた佐賀大オープンキャンパスや、佐賀大学公式ホームページでも宣伝を行った。 

     

宣伝に使用したポスター           佐賀大学公式ホームページのイベント情報トップで宣伝 



 

・安全配慮 

 全員、レクリエーション保険に入った。もともと、危険を伴うような実験や見学はなかったが、受講生を５人ず

つの２班に分け、それぞれ学生スタッフ２名を配置して安全に配慮した。 

 

・今後の発展性、課題 

 学生スタッフが多かったかもしれない、と思ったがちょうどよい人数であった。学部および大学院学生に、説

明や実習をしてもらったことはよかったと思う。しかし、もう少し学生スタッフを事前にトレーニングしておく必要

性を感じた。 

 今回は、「香り」を題材としたが、受講生は大変興味をもってくれた。その証拠として、神奈川県や鹿児島県

（種子島）から来てもらった高校生もいて、話を聞いてみると、カンキツや香りにずっと興味を持っていた、との

こと。今回のイベントを開催してよかったと思った。 

 ガスクロマトフラフィー（分離）の原理の説明や、光学異性体のこと、科研費などの研究費の話などは高校生

にはやや消化不良だったようなので、次回機会があれば、説明の方法を工夫する必要があると感じた。 

  

【実施分担者】 

 なし 

 

【実施協力者】     ４ 名 

【事務担当者】   佐賀大学 学術研究協力部 研究協力課 松永 栄司 

 



平成２９年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実   施   報   告   書 

 

 
HT29310 カンキツの花と香りの世界にようこそ！ 

開 催 日：

 

実 施 機 関：

（実施場所） 

実施代表者：

（所属・職名）

受 講 生：  

関 連 ＵＲＬ：

 

平成29 年9 月30 日（土） 

 

佐賀大学 

（農学部 1 号館、遺伝資源温室他） 

古藤田 信博 

（農学部・准教授） 

中学生３名 

http://fruit.ag.saga-u.ac.jp/HP_kaju1/in

dex.html 

 

【実施内容】 

・受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラムを

留意、工夫した点 

 高校生対象時よりも平易な内容にし、スライド説明は少なめに、実習およびディスカッション（受講生との対

話）に時間を割いた。また、スライドによる説明やカンキツ遺伝資源温室の案内は、教員よりも受講生に年齢

の近い学生（主として学部生や修士学生）にできるだけ担当してもらった。特に、昼食時はやや時間を多く取

り、外で皆で食事（お弁当をたべる）をすることで、テーマに関すること以外の話（高校での話題、大学生活の

話など）もすることができた。 

 

・当日のスケジュール 

時間 内容 

9:00 ～ 9:30 受付 （農学部本館１階西側入口） 

9:30 ～ 9:45 開講式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明）（20 分） 

9:45 ～ 10:00 講義① 「日本のカンキツ、世界のカンキツ」（30 分） 

10:00 ～ 10:10 休憩   お互いの自己紹介など （10 分） 

10:15 ～ 11:05 実習① カンキツからのアロマ抽出、匂いかぎ、アロマの成分分析（50 分） 

11:05 ～ 11:50 実習② 世界中から集めたカンキツ（ミカン科植物）を観察（45 分） 

12:15 ～ 13:30 昼食 受講生とスタッフ・大学生とが一緒に昼食をとる（質問受付＆雑談）（1 時

13:30 ～ 14:00 講義② 「カンキツの生態～発芽・開花・結実」（15 分） 

14:00 ～ 14:30 実習③ GFP 遺伝子を入れた組換え植物体の観察（45 分） 

14:30 ～ 15:00 休憩  果物などを食べながら、質問タイム＆大学生とディスカッション （30

15:00 ～ 16:00 実習④ アロマ分析の結果およびディスカッション （30 分） 

16:00 ～ 16:10 修了式 未来博士号の授与、アンケートの記入など （30 分） 

16:30 
解散 （質問などがある人は解散後も対応します ~16:30） 

 

 



・実施の様子（図、写真等を用いてわかりやすく記入してください） 

        

↑ 学生スタッフによる講義                  ↑ 野生カンキツ遺伝資源の見学 

        

     ↑ ガスクロマトグラフによる分析実験          ↑ 光る植物の観察 

 

・事務局との協力体制 

 広報の段階でも佐賀大学公式ホームページのトップに掲載させてもらうなど、全面的な協力を得た。また、参

加者名簿作成、保険の事務作業など、かなりの部分をサポートしていただいた。開催当日も、事務担当者が

参加した。 

 

・広報活動 

 ポスター（A4、A3 の２種類）を作成し、近隣の中学・高校、公民館、知人などに配布し、広報を行った。中学生

に関しては、近隣からの参加者が少なかったことは残念だった。ただ参加者はとても意欲のある学生だった。 

     

宣伝に使用したポスター           佐賀大学公式ホームページのイベント情報トップで宣伝 



 

・安全配慮 

 全員、レクリエーション保険に入った。もともと、危険を伴うような実験や見学はなかったが、十分な数の学生

スタッフを配置して安全に配慮した。９月１６日に実施した高校生対象の回に参加した学生スタッフがいたた

め、安全配慮も完璧だった。 

 

・今後の発展性、課題 

 学部および大学院学生に、説明や実習を担当してもらったことはよかった。高校生の部でも学生スタッフとし

て参加してもらった学生がいたため、今回は受付から終了までよりスムーズに運営ができた。 

 今回も、受講生は遠方から来られた方もいて、実施内容に大変興味をもってくれた。アンケート調査でも、科

学に対する中学生の興味は、確実にあるのだなと感じた。 ガスクロマトフラフィー（分離）の原理の説明や、光

学異性体のこと、科研費などの研究費の話などは、前回よりもより平易に説明したが、中学に対してはさらに

分かりやすい説明が必要である。次回機会があれば、説明の方法を工夫する必要があると感じた。カンキツ

遺伝資源の実物や、実験室、精密機器などを直接見てもらったことは、受講生にとって刺激になったようであ

る。 

 今回のイベントは、準備に苦労したが総合的にみて成功であった。そのため、次の機会があれば、県の教育

委員会と連携してイベントの周知をしたい。今回は、中学生と高校生の学力の差を考慮して別々の開催とした

が、中学生と高校生をまとめて１回のみの開催もよいかもしれない。実はもともと、小学生を対象とした講座を

開催したいと思っていて断念したので、次回、小学生対象の講座にも挑戦したい。 

  

【実施分担者】 

 なし 

 

【実施協力者】     ４ 名 

【事務担当者】   佐賀大学 学術研究協力部 研究協力課 松永 栄司 
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